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アルツハイマー病では、脳でアミロイドβが沈着し神経回路網が破綻することで認知機能障害が

発症/進行します。しかし現在の承認薬では、認知機能障害の進行を遅らせるにとどまっているのが

現状です。

認知症の予防や改善には、発症時期よりもはるかに早く始まる神経回路の破綻を食い止め修復す

ることが不可欠です。その達成は容易ではないものの、神経回路修復活性を、植物性生薬や動物性

生薬のエキスや化合物から探索する研究を行ってきました。その中でプラセンタエキスに注目しま

した。肝機能改善作用、美白効果、更年期障害改善など、多彩な作用を有するプラセンタエキスは

非常にポテンシャルが高く、医薬品としてもアンチエイジング素材としても長年使われてきたもの

ですが、その作用機序が十分に解明されていないところも興味深い点です。

私たちの研究では、記憶障害を既に呈しているアルツハイマー病モデルマウスに対して、ヒトプ

ラセンタエキスを投与すると記憶障害が回復しました。ブタ、ウマのプラセンタエキスでも同様に

記憶障害が回復することも初めて見出しました。またプラセンタエキス中の活性成分や、記憶改善

の分子メカニズムもわかってきました。

本ランチョンセミナーでは、これら研究成果を中心に、プラセンタエキスによる脳機能への効果

について紹介します。
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